
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

6/15
2014年第1173号

　

カ
レ
ン
ダ
ー

に
は
表
記
が
な

い
が「
お
中
元
」

の
シ
ー
ズ
ン
が

迫
り
つ
つ
あ
る
。
家
内
は
カ

タ
ロ
グ
を
見
な
が
ら
唸
っ
て

い
る
。「
桐
の
箱
に
入
っ
た

メ
ロ
ン
が
一
個
１
万
円
も
す

る
」「
自
分
の
棺
桶
か
て
杉

板
や
の
に
」

　

桐
箱
入
り
の
酒
を
頂
い
た

お
礼
の
電
話
で
私
は
誠
実
に

「
次
か
ら
は
、
私
の
分
相
応

の
２
リ
ッ
ト
ル
入
り
紙
パ
ッ

ク
の
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

言
っ
た
ら
爆
笑
さ
れ
た
。

　

私
は
桐
箱
を
捨
て
な
い
。

桐
は
何
か
と
木
工
に
便
利
な

の
だ
。
家
内
は
プ
リ
ン
ト
模

様
の
缶
を
大
切
に
し
て
小
物

容
器
に
使
っ
て
い
る
。

　

二
人
の
ジ
ャ
ン
ル
は
違
う

が
、
そ
の
他
、
何
で
も
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
捨
て
ず
に

残
し
て
お
く
典
型
的
な
高
齢

者
の
ゴ
ミ
屋
敷
の
様
相
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

無
料
廃
棄
が
許
さ
れ
な
い

大
型
の
ゴ
ミ
は
古
い
パ
ソ
コ

ン
と
モ
ニ
タ
ー
で
あ
る
。

　

有
料
も
無
料
も
決
し
て
捨

て
ら
れ
な
い
の
は
情
報
の
中

味
で
あ
る
。
情
報
の
媒
体
は

身
体
と
一
緒
に
焼
却
し
て

も
、
情
報
本
体
は
次
の
世
代

に
伝
え
ら
れ
て
生
き
残
る
。

そ
れ
が
優
れ
た
も
の
な
ら
い

い
が
。

　

安
倍
政
権
は
、
多
く
の
議

席
を
持
っ
て
お
り
、
支
持
率

も
そ
れ
な
り
に
高
い
状
況

だ
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
も

決
し
て
強
い
支
持
基
盤
が
あ

　

高
橋
氏
は
、「
我
慢
せ
ず
、

食
べ
た
い
物
を
食
べ
て
、
や

せ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
夢
の
食

品
は
な
い
」
と
強
調
。「
健

康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
く
」

と
し
て
食
品
ブ
ー
ム
が
起
き

た
ケ
ー
ス
を
示
し
、
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
の
食
情
報
に
消
費

者
が
振
り
回
さ
れ
る
「
フ
ー

ド
・
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
」
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

食
情
報
や
宣
伝
広
告
で

は
、
視
聴
者
や
消
費
者
の
関

心
を
引
く
た
め
に
虚
偽
や
誇

張
が
横
行
す
る
。
例
え
ば
、

タ
マ
ネ
ギ
の
「
血
糖
値
を
下

げ
る
」
効
果
は
ラ
ッ
ト
の
実

験
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ヒ

ト
に
当
て
は
め
れ
ば
50
㌔
食

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
摂
取
量
の
説
明
が
な
い
ま

ま
効
果
だ
け
が
宣
伝
さ
れ
て

い
る
」
と
話
し
、
情
報
を
見

極
め
る
必
要
性
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
用
食
品

（
ト
ク
ホ
）
は
「
根
拠
論
文

を
た
ど
れ
ば
効
果
は
非
常
に

限
定
的
で
、
過
信
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
強
調
。
食
品
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
も
注
意

が
必
要
と
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン

飲
料
を
例
示
。
売
り
文
句
の

「
し
っ
と
り
」
は
、「『
肌
が

し
っ
と
り
す
る
』
と
は
記
載

し
て
い
な
い
。
早
合
点
は
禁

物
」
と
話
し
た
。

　

「
読
む
べ
き
は
栄
養
表

示
」
と
強
調
し
た
高
橋
氏

は
、「
バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
」

を
名
乗
る
商
品
の
栄
養
表
示

を
例
に
読
み
解
き
方
を
説

明
。
成
分
が
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

と
酷
似
し
て
い
る
と
し
、

「
と
て
も
食
事
代
わ
り
に
な

ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、「
適
度
に
動

く
、
寝
る
、
食
べ
る
こ
と
が

健
康
管
理
の
基
本
」
と
話

し
、
食
情
報
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
カ
ラ
ク
リ
を
見
破
る
目

を
養
う
こ
と
を
訴
え
た
。

　

市
民
講
座
に
は
、
大
阪
府

や
大
阪
市
、
新
聞
社
、
在
阪

テ
レ
ビ
局
な
ど
14
団
体
・
社

が
後
援
し
た
。

　

講
演
の
前
に
は
、
第
５
回

総
会
を
開
き
、
２
０
１
４
年

度
の
活
動
方
針
と
し
て
、

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

取
り
組
み
や
府
と
の
懇
談
な

ど
を
提
案
し
、
了
承
し
た
。

【
総
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
た
国
会
議
員
】

出
席
／
辰
巳
孝
太
郎
参
院
議

員
（
共
産
）、
メ
ッ
セ
ー
ジ

／
竹
本
直
一
衆
院
議
員
（
自

民
）、
辻
元
清
美
衆
院
議
員

（
民
主
）、
宮
本
岳
志
衆
院

議
員
（
共
産
）、
山
下
芳
生

参
院
議
員
（
同
）

の
撤
回
を
求
め
て
大
阪
選
出

議
員
に
陳
情
し
、竹
本
直
一

（
自
民
）・
宮
本
岳
志
（
共

産
）
両
衆
院
議
員
、
山
下
芳

生
（
共
産
）・
辰
巳
孝
太
郎

（
同
）
両
参
院
議
員
と
面
談

し
た
。

　

面
談
で
、「
強
行
採
決
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
要
請
署

名
」
３
３
２
筆
を
山
下
議
員

に
渡
し
た
。
同
議
員
は
「
衆

院
で
は
全
野
党
が
反
対
し

た
。
他
党
と
協
力
し
、
廃
案

に
追
い
込
み
た
い
」
な
ど
と

語
っ
た
。

　

参
議
院
前
で
行
わ
れ
た
集

会
に
は
、
各
党
の
国
会
議
員

や
患
者
団
体
が
総
合
法
案
の

問
題
点
を
訴
え
た
。

 

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

ら
は
下
井
戸
昭
介
・
三
井
泰

正
両
副
理
事
長
、
江
原
豊
・

杉
本
叡
・
段
野
和
茂
・
中
西

幹
夫
・
中
村
新
太
郎
・
三
木

正
弘
・
森
啓
各
理
事
、
永
田

悦
夫
顧
問
、
平
野
権

栄
評
議
員
と
事
務
局

が
参
加
し
た
。

　

議
員
要
請
で
は
今

国
会
で
の
医
療
・
介

護
総
合
法
案
の
成
立

を
強
行
し
な
い
こ
と

や
経
済
財
政
諮
問
会

議
な
ど
が
提
案
し
た

「
選
択
療
養
制
度
」

同
法
案
の
徹
底
審
議
と
廃
案

を
求
め
て
、
議
員
要
請
行
動

と
国
会
前
集
会
を
開
い
た
。

全
国
か
ら
２
０
０
人
の
歯
科

医
師
ら
が
参
加
し
、
協
会
か

　

自
民
・
公
明
両
党
が
衆
議

院
で
強
行
採
決
し
た
「
医
療

・
介
護
総
合
法
案
」
が
参
議

院
で
審
議
入
り
す
る
中
、
保

団
連
・
協
会
は
５
月
22
日
、

　

「
食
」
を
め
ぐ
る
宣
伝
広
告
の
問
題
を
考
え
る
市
民
講

座
が
５
月
25
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
講
師
の
高

橋
久
仁
子
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）
は
「
氾
濫
す
る
食

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
食
生
活
を
」
と
呼
び
か
け
た
。
歯

科
医
療
関
係
者
や
患
者
ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
が
主
催
し
、
１
５
８
人
が
講
師
の

話
に
耳
を
傾
け
た
。

　

大
阪
連
絡
会
は
市
民
講
座
の
前
に
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
歯
磨
き
講
座
を
開
き
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
方
法
を
教
え
た
（
写
真
）。
受
講
し
た
女
性
は
、

「
歯
磨
き
の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
た
。
が
ん
ば
っ
て
磨

き
た
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

い
ま
の
自
公
政
権
が
圧
倒

的
多
数
を
占
め
た
の
は
、
民

主
党
の
公
約
破
り
に
よ
る
自

滅
と
、
小
選
挙
区
制
度
と
い

う
選
挙
制
度
の
お
か
げ
だ
。

２
０
０
９
年
と
12
年
の
衆
議

院
選
挙
を
比
べ
て
も
、
自
民

・
公
明
の
両
党
で
３
０
０
万

票
近
く
減
ら
し
て
い
る
。
圧

倒
的
に
違
う
の
は
小
選
挙
区

で
の
議
席
占
有
率
だ
。

　

参
議
院
は
ど
う
か
？　

参

議
院
も
や
は
り
小
選
挙
31
区

中
29
で
自
民
党
が
勝
利
し
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
安

倍
政
権
の
主
要
政
策
で
あ
る

消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
の

全
面
改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、

原
発
再
稼
動
、
集
団
的
自
衛

権
の
容
認
と
憲
法
９
条
改
悪

を
選
挙
で
隠
し
、
支
持
を
集

め
た
。

　

安
倍
内
閣
は
、
今
、
強
引

に
社
会
保
障
改
革
や
戦
争
で

き
る
国
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
の
暴
走
は
、
こ
う

し
た
脆
弱
な
支
持
基
盤
に
立

っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担

は
、
残
念
な
が
ら
４
月
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
引
き
上
げ
の
法
律
は
06

年
に
成
立
し
、
08
年
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
だ
っ

た
。
こ
れ
を
国
民
の
運
動
が

５
年
間
に
わ
た
っ
て
阻
止
し

て
き
た
。

　

歯
科
分
野
で
は
、
医
科
報

酬
本
体
よ
り
、
歯
科
の
方
が

わ
ず
か
な
が
ら
改
定
率
が
プ

ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
12
年

の
改
定
で
は
、
据
え
置
か
れ

て
き
た
基
礎
的
技
術
料
が
わ

ず
か
に
引
き
上
が
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

ま
た
財
界
か
ら
繰
り
返
し

出
さ
れ
た
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
要
求
や
保
険
の
給
付
範

囲
の
縮
小
な
ど
、
抜
本
的
な

医
療
改
革
を
阻
止
し
て
き
た

こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
や
患
者

さ
ん
、
国
民
の
運
動
や
声
の

力
だ
。

 

（
つ
づ
く
）

　新聞部は機関紙夏季特集号
（８月15日付）への会員投稿
（原稿・写真）を募集してい
る。掲載者には薄謝進呈。締め
切りは７月18日（金）必着。詳
細は新聞部事務局まで。

夏季特集号へ投稿を

２
０
１
４
年
度

診
療
報
酬
改
定

狙
い
と

　

本
質 ❻

支
持
基
盤
脆
い
安
倍
政
権

医
療
・
介
護
法
案
廃
案
へ

世
論
が
社
会
保
障
改
悪
に
歯
止
め

大
阪
選
出
国
会
議
員
に
要
請

氾濫する食情報に注意を呼びかける高橋久仁子氏（右）と、
講演に耳を傾ける参加者（左）＝５月25日Ｍ＆Ｄホール 　　

上：竹本直一議員（奥）下：
山下芳生議員（右から２人目）

保険で良い歯科医療を
大阪連絡会が市民講座

「
食
」情
報
に
警
鐘

「
食
」情
報
に
警
鐘

歯磨き講座好評


